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ソフト事業移設費

移設費

簡水特会

224

1.総務 － 1.総務 － 3.移設

　簡易水道事業が維持管理している浄水場２７箇所及び総管路延長約３４０ｋｍなどについて、他の公共事業

等の実施に支障となる状況が生じる場合があります。

　このため、移設費においては、水道以外の公共事業の施工において支障となる配水管等を、その公共事業等

の実施主体の費用負担により移設を実施する必要がある。

移設費　　　　　　56,313千円

移設費（繰越分）　26,179千円

・要請を受けた移設を実施し、他の事業等の実施に寄

与した。

・添架配水管（和泉大橋分）については、道路工事の

進捗に併せて事業を繰り越した。
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１１１１....事業事業事業事業のののの概要概要概要概要

２２２２....事業事業事業事業のののの目的目的目的目的とととと必要性必要性必要性必要性

３３３３....事業費事業費事業費事業費のののの推移推移推移推移

４４４４....主主主主なななな事業費事業費事業費事業費のののの内訳内訳内訳内訳 ５５５５....事業結果事業結果事業結果事業結果のののの概要概要概要概要

平成22年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 1031

①施策で目指す目標との関連付け

　施策目標である「水資源の循環としての水道水の供給を効果的、且つ効率的に実現すること。」の実現の

ため、水道施設の機能を維持すると共に、他の公共事業等の実施に支障となる状況を解消することを目指し

ます。

②事業を実施する必要性

　京都府及び南丹市が管理する道路に布設されている水道管等について、道路の改修等に合わせて移設する

ことで、水道施設の機能を維持すると共に、円滑な公共事業の実施についても寄与する必要性がある。

　なお、事業評価の区分については、簡易水道事業に係る移設関係を「移設費」としています。

66,911決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

81,473 50,743 34,458 50,000 60,000 60,000
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0

66,911 81,473 50,743 34,458 50,000 60,000 60,000
1.70

12,052
46,510

平18決算 平19決算 平20決算 平21決算 平22予算 平23計画 平24計画

－

－

－

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※
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①有効性・効率性を向上させるため、担当職員と議論を重ねた点

　移設事業の内容を検討し、効率的な移設を実施することができた。

②当該事業のアピール事項

　他部局からの移設要請は、予定外及び緊急対応を要する事業もある。

③反省点、今後の展開・方向性等

　移設対応については、管網管理が必要であり、管路台帳等の整備を図る必要がある。

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成21年度の所属長評価

活　　　動　　　内　　　容 活動日又は時期 活 動 結 果 等

(3)移設費

●平成２１年度においては、府及び市等の関係機関か

らの委託を受けて、水道施設の移設を実施した

●年間を通じて ●適正な施工が為された。

●添架配水管（和泉大橋分）については、道路工事の

進捗に併せて事業を繰り越した。

●年間を通じて ●道路工事の進捗状況によ

り適切に対処する。
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